
No.75　安芸津の家　（jt17.01　藤本寿徳建築設計事務所）
螺旋階段によって内部空間の連続性がさらに増す。また、この階段は
幾何学的に純粋な形態を目指し、螺旋階段中央と外周の端部でスラブ
厚が見えない階段である。…この階段は、コンクリートの可塑性と数
学的純粋性によって、単なる物質をこえて、彫刻のように建築に緊張
感を与えている。 断面図 配置

２. 設計意図
▷D1実体的連続性の創出
▷D1幾何学的形態としての存在
▷CD1彫刻が持つ印象を空間に
与える

⇒《対象としての螺旋階段》
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図 2．螺旋階段の設計意図の意味内容（KJ図）　

住宅作品における螺旋階段を題材とした建築要素の対象化と環境化

奥山研究室　18B16896　渡邊　修　（WATANABE, Osamu）

１. 序　階段は上下階を繋ぐという機能的な側面を超え
て、建築における造形を担う要素のひとつとして扱われ
てきた。その中でも螺旋階段 1) は、その幾何学的性格か
ら、特徴的な形態を有することで視覚的な対象物となる
一方で、回転運動を伴う接続空間として環境化の側面も
見られる。例えばル・コルビュジエのサヴォア邸では、
エントランスホールの重心をつくる彫刻的な要素である
とともに、上下空間の移動体験を演出する動線要素とし
て螺旋階段が用いられている。そこで本研究では、螺旋
階段をもつ現代日本の住宅作品を資料 2) とし、螺旋階段
の設計意図と実体表現を検討することで、建築要素の対
象化と環境化に関する建築家の思考の一端を明らかにす
る。
２. 螺旋階段の設計意図　資料とした言説から、螺旋階
段を用いた意図が明確に読み取れる箇所を抽出し（図
１）、それらの意味内容を比較検討した 3)。その結果、
螺旋階段の設計意図は【A. 空間体験の創出】【B. 空間の
構成的操作】【C.イメージの投影】【D.空間の性格の付与】
（以下、【体験】【構成】【イメージ】【性格】）の４つの大

枠から捉えることができた（図２）。【体験】は、螺旋階
段を昇降する際の身体の動きや視線の変化を意図するも
のである。【構成】は、上下空間の接続といった螺旋階
段による空間の組織化を意図したものである。【イメー
ジ】は、木の幹や路地といった特定の事物のイメージを
螺旋階段に投影するものである。【性格】は、螺旋階段
により空間に垂直性や中心性といった性格を付与するも
のである。これらの大枠のうち、【体験】【構成】は螺旋
階段があることで生じる身体と空間の関係や空間同士の
関係に主眼が置かれているもの、【イメージ】【性格】は
空間に表出する螺旋階段のオブジェクトとしての性格に
着目するものと捉え、前者を《環境としての螺旋階段》、
後者を《対象としての螺旋階段》として位置づけた（以
下《環境》、《対象》）。
３. 螺旋階段の実体表現　本章では螺旋階段の実体表現
について写真や図面を用いて検討した。
3-1. 螺旋階段の表出形式　まず、螺旋階段の実体表現
の特徴を段板の表出形式から検討し、段板のみで構成さ
れているもの、段板に加えてささらもしくは蹴込み板な
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ア . F&F HOUSE (no.51)

この螺旋階段は構造的には一切の
負担から解放され３層を軽やかに
つなぐだけのものである…螺旋階
段は視線を遮ることなく３層の自
由な行き来を可能にしている

イ . Small House (no.65)

高さ 9m の塔のようなヴォリュー
ム…その中を 4 枚の薄い床 ( 厚さ
70mm)で仕切り、螺旋階段で結ぶ

ウ . KUSハウス (no.42)

隣接する空間をルーズに関係づけなが
ら、相対化する空間として扱っている
…視線の移動に伴い、エキスパンドメ
タル…の様相は絶えず変化し、この境
界面を介した事物の距離感は、霧の中
にいるように曖昧になる

エ . 有馬の家 (no.5)

階段は省スペースの限界を模索し
ながらも次元のトンネルといった
趣きを呈することになった

オ . 浜田山の住宅 (no.74)

この階段室が空間の方向性を曖昧
にし、空間を切り替える装置とし
て働く。同時に、螺旋階段のカー
ブは緩やかに分けられたスペース
をつくり出す

カ . 城南の家 (no.85)

隣接するぽっかりと空いた
原っぱを引き込むようにテラス
を設え、力強く伸びる果樹と並
置するように、螺旋階段を取り
付けた

キ . 神武寺の家 (no.44)

ガラスと螺旋階段を媒介として
互いの気配が感じられるように
し , ふたつの世帯の間で , 緩や
かな絆が成立するようにしてい
る

凡例
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※差異化表現
螺旋階段とその空間の他の建築要
素とにみられる仕上げ材の差異に
ついて検討した。（色 ・ 材）

設計意図 差異化

図 3．設計意図と実体表現との関係

どがあるもの、壁などによって段板が表出しないものに
分類した（図３上部）４）。
3-2. 床スラブとの関係　次に、螺旋階段の空間におけ
るあらわれ方を床スラブとの位置関係から検討した結
果、床スラブに螺旋階段が突き抜ける〈貫通〉と、床ス
ラブの端部に螺旋階段が接続する〈接続〉の２つで捉え
た（図３上部）。
４. 設計意図と実体表現の関係　２章で位置づけた設計
意図と３章で検討した実体表現との対応関係を示したも
のが図３である。まず《環境》では【体験】【空間】と
もに段板のみで構成されるものが、《対象》では【イメー
ジ】【性格】ともに段板の表出のないものが、それぞれ
半数近くを占めるという対照的な傾向がみられた。この
ことから、人々の空間体験や空間構成に機能する環境と
しての螺旋階段を意図する場合は、段板が浮遊する透明
性の高い表現とすることで、空間における存在感を軽減
させる傾向にあり、特定のイメージや空間的性格を有す
る対象としての螺旋階段を意図する場合は、階段の段板
構成の表出よりもチューブ状あるいは螺旋状のボリュー
ムとして表現することで、空間におけるオブジェクトと
しての存在を強調しようとする傾向にあるといえる。
　また、《環境》および《対象》の双方をもつものは、

段板のみが表出し、床スラブとの関係が〈接続〉となる
ものの割合が比較的高い特徴がみられた。これは、段板
のみの構成による透明性の高い表現によって螺旋階段の
環境化を図りながらも、床スラブから独立させ、全体形
を表すことで対象化しようとする表現であると考えら
れ、建築家が環境及び対象の両側面から螺旋階段を認識
した際の実体的特徴といえる。
５. 結　以上、現代日本の住宅作品の螺旋階段にみられ
る設計意図と実体表現の関係から、建築要素の環境化と
対象化を検討した。その結果、建築家が螺旋階段を環境
として認識すると、段板のみの構成を取ることで、螺旋
階段の存在感を軽減させる実体表現をするのに対し、対
象として認識すると、ボリュームとして表現し存在感を
強調する傾向がみられた。また、環境かつ対象としての
認識が螺旋階段になされた場合には、階段そのものには
環境的な表現をし、スラブとの関係性において対象化の
認識から螺旋階段の全体形を際立たせる表現をする傾向
が明らかになった。

本研究では、螺旋状に曲がって上下する階段のうち、踊り場などで螺旋形状が分離されないものを螺旋階
段と定義する。
国内の建築誌の中で代表的なもののひとつと考えられる『新建築』『住宅特集』において 1945 年〜 2021
年に掲載された、「螺旋階段」を有する作品のうち、その論説に「螺旋階段」を用いた設計意図が明確に読
み取れる全 88 作品を資料とする。
ここでは、KJ 法をもとに螺旋階段が用いらた意図の意味内容を分類、整理している。川喜田二郎『発想法』
中央公論社
パンチングメタルやガラスなどにより螺旋階段の周囲が覆われているものは、段板の表出がないものに分
類し、図３において資料番号に＊をつけた。
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